	会　議　等　結　果　報　告　書

	会議区分
	会　議　・　打合せ　・協　議
	文書番号
	安総務第5947号

	
	
	決裁期日
	令和５年２月27日

	名　　称
	令和４年度第５回安平町行政改革推進委員会

	日　　時
	令和５年２月22日　午前・午後　　　１０時００分 ～　１１時５５分

	場　　所
	安平町役場総合庁舎　２階大会議室

	出 席 者
	　委　員　４名　　
事務局　10名
　　　事務局　木林総務課長、野田
　　　　　　　政策推進課　木村課長補佐、橋本主幹、杉本主査
　　　　　　　税務住民課　熊谷参事、瀧井課長補佐
　　　　　　　総務課　　　小板橋参事、松尾課長補佐、塩月主査


	会議概要

（要点記載）
	１．開会

２．委員長あいさつ

・委員長よりあいさつ

３．付議事項

（１）町営分譲宅地について（政策推進課）

別紙議案により、政策推進課　杉本主査より説明。

【質疑・意見】

「委員」

○　ラ・ラ・タウンの無償貸し付けの内容は。

「事務局」

○　現在、恵庭市にお住まいの方が住宅建設中であり、無償貸し付けをしている。期間は２年間となっており、２年以内に住宅建設することとなっているが、早々に着工していただき、住宅完成後に土地売買契約を締結する事となります。

〇　土地が安いと土地を購入した後に住宅を建設しない人もいるので、土地の購入のみではなく、建設確認後にキャンペーン価格で売買する事で住宅を建ててもらう事を目的としています。

「委員」

○　なかなか宅地が売れない状況にあるが、役場職員も購入している人はいるのか。

「事務局」

○　ラ・ラ・タウン、遠浅アイリスタウンについては建設している職員はいる。

「委員」

〇　若草町営団地との価格差が大きいが、価格が高い方は不利にならないか。

「事務局」

〇　長期優良住宅を建設することで、建設費の助成を受ける事ができる。

〇　日本ハムの宅地販売キャンペーンをしていた際に残り１区画というところまで売れたが、その後に胆振東部地震があり、購入者からの申出により買戻しになった。

「委員」

〇　空き地に公営住宅を建設するなどの対応も考えては良いのではないか。
「事務局」

〇　移住相談は増えてきており、移住体験ツアーなども実施しており、安平教育プランなどを含め子育て世代からの問い合わせや民間空き地の問い合わせも増えている。

	会議概要
（要点記載）
	「委員」
〇　早来学園は早来地区の移住効果として大きいと思うが、追分地区の問い合わせはあるのか。
「事務局」
〇　令和４年の人口動態を分析すると、町全体として18人の人口増となった。地区別では特に追分地区が増えており、民間住宅など住む場所も多いので、人口の減少幅が少なくなっていると分析している。
「委員」
〇　移住政策は他の自治体でも多く実施しており、安平町の地理的な、ちょっと田舎で交通の利便性が良い土地柄というのは、もっと移住者が増えるのではと思うのですが。若い世代以外でも地域の住民同士での連携があればと思う。住民同士や、知合い同士で話が伝わっていき、町民が町外者に情報を出して広がることで、住民同士の横の繋がりや、ＰＲができれば良いと思う。
「事務局」
〇　移住ツアーでも、住んでからの事が心配で地元からの情報を知りたいという話がある事から、移住の先輩に入ってもらったり、ＮＰＯ法人の活動と接点を持ってもらうようにしています。安平町に親近感を持ってもらう機会づくりに取り組んでいます。
「委員」
〇　宅地は90％以上の販売率であるのは良いと思うが、残っている区画については公共的な利用も考える時期にきているのではないか。
「事務局」
〇　分譲地であるので、できればこの２年間で完売するようにしたい。
「委員」
〇　ソーラーパネルの設置などにより助成を受けることができるのか。
「事務局」
〇　長期優良住宅を建設すると330万円の助成になる。
「委員」
〇　立地が悪いという事は無いのか。
「事務局」
〇　特に無いが、北側の宅地が売れ残ってしまう傾向がある。今は住宅建設資材が２割程度上昇していると聞いており、宅地を割り引くことで建設価格上昇分を相殺できるので、安平町に建設するメリットになるという事をハウスメーカーにＰＲしている。
「委員」
〇　SNSでのＰＲはいつからか。いずれもＰＲして知られることが大切だと思う。
「事務局」
〇　今年からとなります。追分旭地区に千歳市から通勤している人が町内に住宅建設したりしており、町内者向けのPRも大切になってくると考えている。
「委員」

〇　宅地の柵修繕について、柵の目的は鉄道用地に誤って入り込まないようにするためだったと思うが、最近鹿などの動物が住宅地に出てきていると聞いており、防獣対策にもなるのか。分譲地では野生動物の出没などの情報は無いか。
「事務局」

〇　今のところ聞いていない。
※出席委員了承

（２）安平町火葬場条例の一部改正について（税務住民課）

別紙議案により、税務住民課　熊谷参事より説明。
【質疑・意見】

「委員」

○　小動物炉については追分斎場のみに設置されているのか。
「事務局」
〇　追分斎場のみとなります。
「委員」
〇　年間経費は今回の利用料見直しにより、人件費も含んで収支に見合うようになるのか。
「事務局」
〇　経費のうち人件費に見合う分が、今回の値上げによりご負担をしていただく事になります。
「委員」
〇　ペットが亡くなった時は、自分の土地に埋葬しても良いか。
「事務局」
〇　違法にはなりませんので、大丈夫です。

「委員」
〇　犬の登録は町内ではほぼ登録されているのか。
「事務局」
〇　全て登録されている訳ではない。
「委員」
〇　今の燃料費の高騰も考えると値上げは妥当かと思います。
「委員」
〇　異議はございません。
※出席委員了承

（３）安平町自治体ＤＸ推進計画策定について（総務課）
別紙議案により、総務課　小板橋参事より説明。
当初配付した議案から、今回は用語解説を入れたものを追加しております。

【質疑・意見】

「委員」

○　スマホ教室はこれからも実施する予定か。以前受講した際に、使っていた機種メーカーが教室主催のメーカーと違ったため、説明が十分に受けられないことがあったので、配慮してもらいたい。
「事務局」
〇　これからも実施する予定でいるので、ご意見については今後検討させて頂きます。
「委員」
〇　住民票などのコンビニ交付については、役場側のシステム構築はできているのか。
「事務局」
〇　今後構築していく事となる。
「委員」
〇　郵送で代金引換を利用すると、自宅から住民票などを取り寄せできる仕組みが郵便局には既にあるので、利便性向上のみを考えると、その方法を使うこともできる。

「委員」
〇　マイナンバーカード利用が前提になるのか。
「事務局」
〇　前提になる。
「委員」

〇　マイナンバーカードの取得率はどの程度か。
「事務局」
〇　68％程度になっている。
「委員」
〇　個人情報の流出は無いのか。
「事務局」

〇　セキュリティは毎年厳しくなってきており、情報漏洩対策もできている。
「委員」

〇　スマホ教室の開催時期は町報などに掲載されるのか。
「事務局」

〇　年次計画により実施していく事になるので、その都度周知します。
「委員」
〇　通信サービスの終了により携帯電話を今後スマートホンに変更しなければならないが、高齢者はスマートホンに変わっただけでも大変になるので、スマホ教室の役割は大きくなってくると思います。
「委員」

〇　デジタル化が進んでいくが、高齢者はずっと勉強していかなければならない。取り残される町民は出てこないか。
「事務局」
〇　紙を使う申請の文化は、今後も残っていくと思っており、機械を操作するときにも職員がサポートする体制になると思う。その代わり、一か所ですべての手続きを終えることができる仕組みに変更していくと思う。
「委員」
〇　商店のセルフレジでも店員さんが付いて、買い物客をサポートしているので、そのようになればよいと思う。

「事務局」
〇　まずは、各公民館やラピアなど住民利用が多い施設を優先に進めていきたい。
「委員」
〇　これからの大きな取り組みになり、大変かと思いますが頑張ってください。

「委員」

〇　できるだけ住民に分かり易くお願いします。
※出席委員了承

（４）職員定員管理計画について（総務課）
別紙議案により、総務課　木林課長より説明。
【質疑・意見】

「委員」
〇　職員の定年延長は10年かけて５年延長になるのか。
「事務局」
〇　定年が２年に１歳ずつ引き上げになりますので、退職者も２年に１度しか生じないこととなるため、一時的に職員数が今よりも増えますが、それ以降は減少していきます。行政運営を行っていくためには今の職員数を維持する必要があると思います。なお、再任用制度は定年延長にあわせ無くなります。
「委員」

〇　民間委託や、デジタル化により人が減ることはあるのか。
「事務局」

〇　行政の効率化を図ることで職員を減らすという考えもあると思うが、その分を他の業務に充て住民サービスを手厚くしていく方向へシフトし、業務の生産性を向上させるというのが基本的な考え方であります。
「委員」
〇　計画の職員数は正職員が対象になるのか。
「事務局」

〇　常勤の正職員になる。
「委員」
〇　職員が減った場合には、業務の効率化になったように見えると思うが、準職員も含めた総体の中で説明があれば、働く頻度、業務のボリュームなどもあると思うので、見せ方をどのようにしていくかというのもある。

「事務局」
〇　見せ方という点では、会計年度任用職員や再任用も含めて総体でどのように推移していくかという見せ方もある。

「委員」
〇　これだけの住民サービスをするためには、これだけの職員数は必要になるという見せ方をして、町民に対して説明し理解してもらう事も必要。

「委員」
〇　おおむね了解いたしました。
「事務局」
〇　今後、議会全員協議会で説明しご意見をいただく事としています。
※出席委員了承

４．その他

なし
５．閉会
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